

















ては全く思いもしなかったことで，事の展開に驚いたことを覚えています。そして 2 年後（1986年 4 月），商学
部の専任講師として採用されることになり，文学部人文学科心理学コースの方は兼任講師として，心理学実験演
習と卒業論文を担当することになりました。もし重松先生との出会いがなかったなら，今日までの私の歩みはな
かったと思います。
私が，学生時代に臨床心理学の専攻を決めた頃には，実験心理学系が主流であって，大学院を修了しても将来
の就職の見通しが立たない状況でした。ところが，社会では不登校児の増加が問題となり，その対策としてス
クール・カウンセラー待望論が生まれてきて，臨床心理学ブームが到来しました。その結果1988年に日本臨床心
理士資格認定協会が設立され，「臨床心理士」の資格認定を行うようになりました。この動きを受けて，1992年
に専修大学大学院文学研究科心理学専攻修士課程が設立され，臨床心理学領域の専攻が加えられました。この設
立に，私も兼任講師として，参加することとなりました。1994年には博士課程が設立され，1996年には文学部人
文学科心理学コースから心理学科となり，定員が50名に決まりました（それまでは，何人の学生が心理学コース
を選択するか分からず，心理学実験演習の担当学生数も，年度によって変動があった）。1996年から資格認定協
会が「大学院指定制度」を導入し，2000年には「第 1種指定大学院」に認定され，今日に至っています。専修大
学大学院修士課程修了生の「臨床心理士」の有資格者は，200名を超えていると思われます。2009年に，11号館
に心理教育相談室が新たに開設され，他大学にも誇れる充実した実習施設が出来あがりました。2010年には，新
学部創設に伴って人間科学部心理学科が設立され，定員が72名になりました。現在の課題は，2015年 9 月15日に
公認心理師法が公布され，公認心理師のカリキュラムへの対応であり，その対策に追われている日々です。心理
学科の略歴を追ってきましたが，私にとって，創設以来の変革の節目々に立ち会うことが出来ましたことは，い
ろいろ困難もありましたが，一方では充実した日々であり，幸運であったと思っています。
専修大学に入職と同時に学生相談室員に任命され，以来，相談室員を13年間，相談室長を 4年間務めさせてい
ただきました。私が入職したときは，全学で金子カウンセラーが週に 2日間来室していただけでしたが，今日で
は，カウンセラーが，毎日，生田校舎には 3人，神田校舎には 2人の体制が出来上がっており，隔世の感があり
ます。この経験が，「学生相談」を私の研究テーマの一つにすることになりました。また，心理教育相談室は，
立ち上げから関わり，心理教育相談室長を 6年間務めさせていただきました。このように，専修大学で，私の専
門を生かして仕事をする機会が与えられましたことも，幸いであったと思います。
最後になりましたが，学生，職員の方々，先生方，皆々様に大変お世話になりましたこと，心より感謝申し上
げます。
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